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「和泉市事務処理適正化プロジェクトチーム」の設置について 

 

 

１ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本取組の位置付け 

 

 

 

 

 

  

ガバナンスの強化

↓

適正な事務執行

市政への信頼確保

内部統制 ① 基本方針、統制の仕組構築

コンプライアンス ② 各種ルール等の整備、遵守

リスクマネジメント ③ リスク分析、評価、対応

職員意識の醸成 ④ 研修等の充実、強化

・ 会計事務不備、公用車事故、超過勤務、インシデント発生事案について部長会議で報告、

全庁共有し、再発防止に努めている。これまでの取組により会計事務などは一定の成果

が見られたが、更なる改善に向けては、従来と異なる取組が必要となっている。 

・ 上記に加え、内部統制として個人情報保護内部監査や現金ヒアリング等も実施している

が事務単位であり、その他各事務についても所属（室課単位）に委ねているなど、市長を

含む特別職が市全体のリスクを把握・管理できる仕組となっていない。 

・ 直近でも不適切事務により市民等に影響が及ぶ事例も発生しており、市政への信頼確保

に向けて全庁的なガバナンスの強化が求められている。 

・ 適正な事務執行を図るため、ガバナンス強化のための全庁的な仕組を構築する。 

・ 当該仕組構築のためのプロジェクトチーム（ＰＴ）を設置する。 

【ＰＴの方向性】 

・ 事務適正化のための基本方針を策定、ＰＤＣＡサイクルによる見直しを図る。 

・ 不適切事務に関する全庁的な情報共有の仕組（ＤＢ）を構築する。 

・ 取組について議会報告、市民に公表（可視化）し、市民に信頼される市政をめざす。 

・ ガバナンス強化の取組として、次の４つの視点から横断的に検討し、方向性を決定 

・ ＰＴでは、特に①を中心に検討し、基本方針策定 

・ 関連する②～④についても基本的な方向性を検討し、基本方針内に盛り込む 
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４ 進め方、スケジュール 

（１） 基本的な進め方 

・ 事務局で素案等を検討、関係課との調整を経てPTのチーム会議に諮る。 

・ チーム会議での決定内容を事務局、関係課等にフィードバックする（市長報告）。 

・ 初年度では基本方針骨子・基本方針（案）を策定、３年間の取組を経て基本方針を確定する。 

 

（２） スケジュール 

 基本方針 チーム会議 調整会議 事務局 関係課 事案発生課 

R7.４月       

５月       

６月       

７月       

８月       

９月       

１０月       

１１月       

１２月       

１月       

２月       

３月       

R8 

 

 

 

      

R9 

 

 

 

      

※R10以降は、策定した基本方針を基に各課において取組を継続 

骨

子

案 

・基本方針（案）のもと、各事案の原因分析、各事務の運用見直し 

・調整会議、チーム会議は定期開催 

・１年間の取組を踏まえ、年度末に基本方針（案）を見直し 

・基本方針（案）のもと、各事案の原因分析、各事務の運用見直し 

・調整会議、チーム会議は定期開催 

・３年間の取組を踏まえ、年度末に基本方針を確定（案が取れる） 
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DB構築 
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